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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　架橋剤０．１乃至１０質量％、ゲル化高分子０．２乃至６質量％、多価アルコール０．
５乃至２０質量％及び精製水７０乃至９０質量％を含み、
　前記架橋剤は、アクリル系架橋重合体とスチレン系共重合体とが２：８乃至８：２の質
量比で混合された混合物であり、
　前記アクリル系架橋重合体は、ナトリウムアクリレート／Ｃ１０－３０アルキルアクリ
レートクロスポリマーまたはカリウムアクリレート／Ｃ１０－３０アルキルアクリレート
クロスポリマーであり、
　前記スチレン系共重合体は、アクリレート／エチルヘキシルアクリレート／ＨＥＭＡ／
スチレン共重合体、ブチレン／エチレン／スチレン共重合体、アンモニウムアクリレート
／メチルスチレン／スチレン共重合体、スチレン／ＶＰ共重合体及びスチレン／アクリレ
ート共重合体からなる群より選ばれる１種以上であり、
　前記ゲル化高分子は、ガラクトマンナン、グルコマンナン、グアーガム、ローカストビ
ーンガム、プルロニック、寒天、アルギン、カラギーナン、キサンタンガム及びジェラン
からなる群より選ばれる１種以上であることを特徴とする、マスク基材用ヒドロゲル組成
物。
【請求項２】
　前記多価アルコールは、１，２－エタンジオール、１，２－プロパンジオール、１，３
－プロパンジオール、３－クロロ－１，２－プロパンジオール、２－クロロ－１，３－プ



(2) JP 5897141 B2 2016.3.30

10

20

30

40

50

ロパンジオール、及びグリセリンからなる群より選ばれる１種以上であることを特徴とす
る、請求項１に記載のマスク基材用ヒドロゲル組成物。
【請求項３】
　室温で精製水に架橋剤を添加した後、４０乃至８５℃の温度で撹拌して水溶液を製造す
る段階と、
　室温で多価アルコールにゲル化高分子を溶解させた後、前記水溶液に添加して４０乃至
８０℃で撹拌することで、ヒドロゲル組成物を製造する段階と、
　前記ヒドロゲル組成物を０．５乃至２ｍｍの厚さに圧縮コーティングする段階と、
　前記圧縮コーティングしたヒドロゲル組成物層を室温で冷却して、ヒドロゲルを製造す
る段階と、
　前記冷却したヒドロゲルを４０乃至８５℃の温度で、１２時間乃至３６時間熱処理する
段階とを含み、
　前記架橋剤は、アクリル系架橋重合体とスチレン系共重合体とが２：８乃至８：２の質
量比で混合された混合物であり、
　前記アクリル系架橋重合体は、ナトリウムアクリレート／Ｃ１０－３０アルキルアクリ
レートクロスポリマーまたはカリウムアクリレート／Ｃ１０－３０アルキルアクリレート
クロスポリマーであり、
　前記スチレン系共重合体は、アクリレート／エチルヘキシルアクリレート／ＨＥＭＡ／
スチレン共重合体、ブチレン／エチレン／スチレン共重合体、アンモニウムアクリレート
／メチルスチレン／スチレン共重合体、スチレン／ＶＰ共重合体及びスチレン／アクリレ
ート共重合体からなる群より選ばれる１種以上であり、
　前記ゲル化高分子は、ガラクトマンナン、グルコマンナン、グアーガム、ローカストビ
ーンガム、プルロニック、寒天、アルギン、カラギーナン、キサンタンガム及びジェラン
からなる群より選ばれる１種以上であることを特徴とする、マスク基材用ヒドロゲルの製
造方法。
【請求項４】
　前記熱処理したヒドロゲルを所望の形状に成形する段階と、前記成形したヒドロゲルを
美容剤または薬剤に浸漬させる段階とをさらに含むことを特徴とする、請求項３に記載の
マスク基材用ヒドロゲルの製造方法。
【請求項５】
　前記冷却したヒドロゲルの強度は、１．５乃至７．０ｋｇ／ｃｍ２であることを特徴と
する、請求項３に記載のマスク基材用ヒドロゲルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、支持体がなくても形態を保持することができ、ヒドロゲルを美容剤または薬
剤に浸漬した際にも安定した特性を具現することができるマスク基材用ヒドロゲル組成物
及びそれを用いたヒドロゲルの製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヒドロゲル（Ｈｙｄｒｏｇｅｌ）は、湿潤状態を持続できる材料であって、外傷用包帯
、コンタクトレンズ、薬剤または美容剤の伝達媒体、保形物、廃水処理剤など、その適用
分野も多様化している傾向にある。ヒドロゲル（ｈｙｄｒｏｇｅｌ）は、精製水を分散媒
体とする三次元親水性高分子網状構造を有する物質であり、多量の水分を吸収することが
できる能力を有するため、天然組織のような柔軟性を有する。
【０００３】
　また、ヒドロゲルには、その中に含まれた物質の伝達を制御することができる知能型放
出特性（Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　Ｒｅｌｅａｓｅ）とｐＨ値、温度、電場及び光に刺激さ
れて膨張したり縮む感応性などの新機能が追加されてもよい。このような特性を有するヒ
ドロゲルは、人体の細胞基質と類似する構造、不活性な生体適合性、ゴムのような弾性、
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酸素と栄養分の優れた透過性を有するため、美容及び生体医療だけでなく、製薬産業分野
でも広く使用されている。
【０００４】
　最近では、ヒドロゲルの弾性、皮膚密着性及び滑らかな触感を利用して、保湿及び栄養
供給または角質除去効果を向上させたマスクパックが開発されている。
【０００５】
　該マスクパックは、形状を保持するために、内部に基材として不織布または綿を用いる
が、特に、不織布は繊維が絡み合っており、方向性がなくて端部分が解けないため、マス
クパックの基材として広く使用されている。
【０００６】
　しかし、上記のような不織布は化学的工程により製造されるため、これを基材とするマ
スクパックを肌に使用すると、肌にトラブルが発生する恐れがあり、廃棄された不織布は
自然で容易に分解されないため、環境汚染が発生する。また、マスクパックの基材として
綿を使用すると、製造コストが上昇するという問題がある。
【０００７】
　その上、不織布または綿を基材とするマスクパックは、乾燥しやすくて、皮膚との密着
力に劣る。
【０００８】
　従って、皮膚への刺激がなくて、着用感に優れたマスクパックの開発が求められてきた
が、マスクパックに含まれる成分による機能向上のための努力が成されただけで、マスク
パック基材に対する開発は行われなかった。
【０００９】
　特に、ヒドロゲル自体を美容剤または薬剤に浸漬して利用するマスクパック用基材とし
て使用した例はない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、支持体がなくても形態を保持することができ、ヒドロゲルを美容剤または薬
剤に浸漬した際にも安定した特性を具現することができるマスク基材用ヒドロゲル組成物
を提供することを目的とする。
【００１１】
　また、本発明は、ヒドロゲル組成物を用いてヒドロゲルを製造することを他の目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成すべく、本発明のヒドロゲル組成物は、架橋剤０．１乃至１０質量％、
ゲル化高分子０．２乃至６質量％、多価アルコール０．５乃至２０質量％、及び残部の精
製水を含む。
【００１３】
　上記架橋剤は、アクリル系架橋重合体、スチレン系共重合体、またはこれらの混合物で
ある。
【００１４】
　上記アクリル系架橋重合体としては、ナトリウムアクリレート／Ｃ１０－３０アルキル
アクリレートクロスポリマーまたはカリウムアクリレート／Ｃ１０－３０アルキルアクリ
レートクロスポリマーであり、上記スチレン系共重合体としては、アクリレート／エチル
ヘキシルアクリレート／ＨＥＭＡ／スチレン共重合体、ブチレン／エチレン／スチレン共
重合体、アンモニウムアクリレート／メチルスチレン／スチレン共重合体、スチレン／Ｖ
Ｐ（ビニルピロリドン）共重合体及びスチレン／アクリレート共重合体からなる群より選
ばれる１種以上である。
【００１５】
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　上記アクリル系架橋重合体とスチレン系共重合体との混合物は、２：８乃至８：２の質
量比で添加される。
【００１６】
　上記ゲル化高分子としては、ガラクトマンナン、グルコマンナン、グアーガム、ローカ
ストビーンガム、プルロニック、寒天、アルギン、カラギーナン、キサンタンガム及びジ
ェランからなる群より選ばれる１種以上である。
【００１７】
　また、上記した他の目的を達成すべく、本発明のヒドロゲルの製造方法は、室温で精製
水に架橋剤を添加した後、４０乃至８５℃の温度で撹拌して水溶液を製造する段階と、室
温で多価アルコールにゲル化高分子を溶解させた後、上記水溶液に添加して４０乃至８０
℃で撹拌することで、ヒドロゲル組成物を製造する段階と、上記ヒドロゲル組成物を０．
５乃至２ｍｍの厚さに圧縮コーティングする段階と、上記圧縮コーティングしたヒドロゲ
ル組成物層を室温で冷却してヒドロゲルを製造する段階と、上記冷却したヒドロゲルを４
０乃至８５℃の温度で、１２時間乃至３６時間熱処理する段階とを含む。
【００１８】
　また、上記方法は熱処理段階の後に、上記熱処理したヒドロゲルを所望の形状に成形す
る段階と、上記成形したヒドロゲルを美容剤または薬剤に浸漬させ、密封して最終製品に
製造する段階とを含む。
【００１９】
　このとき、上記ヒドロゲルの各面にはフィルム及び不織布が備えられてもよく、具体的
には、ヒドロゲル組成物層の一面にはフィルム、他面には不織布が備えられる。
【００２０】
　上記ヒドロゲル組成物は、架橋剤０．１乃至１０質量％、ゲル化高分子０．２乃至６質
量％、多価アルコール０．５乃至２０質量％及び精製水７０乃至９０質量％を含む。
【００２１】
　上記冷却して製造したヒドロゲルの強度は、１．５乃至７．０ｋｇ／ｃｍ2である。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明により提供されるマスク基材用ヒドロゲルは、天然組織のような柔軟性を有する
ため、皮膚への着用感に優れ、エッセンス（ｅｓｓｅｎｃｅ）などの美容剤または薬剤に
浸漬してもゲルが分解（流動化）せず、その形態を保持し続けることができるため、別個
の基材がなくてもヒドロゲル自体を基材として使用することができる。
【００２３】
　また、ヒドロゲルに美容剤または薬剤を充填しても長時間安定的である。
【００２４】
　また、本発明のヒドロゲルは吸収力に優れており、不織布に添加された、多量の美容剤
または薬剤が均一にヒドロゲルに充填されるため、ヒドロゲルを皮膚に付着した時、多量
の美容剤または薬剤が皮膚に均一に伝達される。
【００２５】
　また、本発明のヒドロゲルは、アイパッチ、手パッチ、アトピーパッチなど多様に使用
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】図１は、本発明の一実施例によるヒドロゲルの製造方法を示したフローチャート
である。
【図２】図２は、実施例１及び比較例１により製造されたヒドロゲルの安定性を示したも
のである。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本発明は、支持体がなくても形態を保持することができ、ヒドロゲルを美容剤または薬
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剤に浸漬した際にも安定した特性を具現することができるマスク基材用ヒドロゲル組成物
及びそれを用いたヒドロゲルの製造方法に関する。
【００２８】
　以下、本発明を詳細に説明する。
【００２９】
　上記マスク基材用ヒドロゲル組成物は、架橋剤、ゲル化高分子、多価アルコール及び精
製水を含み、用途に応じて、機能添加剤をさらに含んでもよい。
【００３０】
　以下では、各構成要素について詳細に説明する。
【００３１】
　上記架橋剤は、アクリル系架橋重合体、スチレン系共重合体またはそれらの混合物であ
り、架橋剤の含量は０．１乃至１０質量％、好ましくは０．５乃至７質量％である。架橋
剤の含量が０．１質量％未満では、ゲルが懸濁されることがあり、含量が１０質量％を超
えると、皮膚に残留物が残り、ゲルが分解（流動化）される。
【００３２】
　上記アクリル系架橋重合体は、架橋の役割をし、薄い膜を形成して、ヒドロゲルを皮膚
に使用した際に密着力を向上させ、水分を保持し、ヒドロゲルに滑らかな触感を提供する
ものであり、具体的には、ナトリウムアクリレート／Ｃ１０－３０アルキルアクリレート
クロスポリマー（Ｓｏｄｉｕｍ　Ａｃｒｙｌａｔｅｓ／Ｃ１０－３０　Ａｌｋｙｌ　Ａｃ
ｒｙｌａｔｅ　Ｃｒｏｓｓｐｏｌｙｍｅｒ）またはカリウムアクリレート／Ｃ１０－３０
アルキルアクリレートクロスポリマー（Ｐｏｔａｓｓｉｕｍ　Ａｃｒｙｌａｔｅｓ／Ｃ１
０－３０　Ａｌｋｙｌ　Ａｃｒｙｌａｔｅ　Ｃｒｏｓｓｐｏｌｙｍｅｒ）が挙げられる。
【００３３】
　また、上記スチレン系共重合体は、被膜形成剤で、熱処理により架橋させると、ゲルの
物性が高くなるものであり、具体的には、アクリレート／エチルヘキシルアクリレート／
ＨＥＭＡ／スチレン共重合体（Ａｃｒｙｌａｔｅｓ／Ｅｔｈｙｌｈｅｘｙｌ　Ａｃｒｙｌ
ａｔｅ／ＨＥＭＡ／Ｓｔｙｒｅｎｅ　Ｃｏｐｏｌｙｍｅｒ）、ブチレン／エチレン／スチ
レン共重合体（Ｂｕｔｙｌｅｎｅ／Ｅｔｈｙｌｅｎｅ／Ｓｔｙｒｅｎｅ　Ｃｏｐｏｌｙｍ
ｅｒ）、アンモニウムアクリレート／メチルスチレン／スチレン共重合体（Ａｍｍｏｎｉ
ｕｍ　Ａｃｒｙｌａｔｅｓ／Ｍｅｔｈｙｌ　Ｓｔｙｒｅｎｅ／Ｓｔｙｒｅｎｅ　Ｃｏｐｏ
ｌｙｍｅｒ）、スチレン／ＶＰ共重合体（Ｓｔｙｒｅｎｅ／ＶＰ　Ｃｏｐｏｌｙｍｅｒ）
及びスチレン／アクリレート共重合体（Ｓｔｙｒｅｎｅ／Ａｃｒｙｌａｔｅｓ　Ｃｏｐｏ
ｌｙｍｅｒ）からなる群より選ばれる１種または２種以上が挙げられる。
【００３４】
　上記アクリル系架橋重合体とスチレン系共重合体は、２：８乃至８：２の質量比、好ま
しくは３：７乃至７：３の質量比で添加される。
【００３５】
　上記アクリル系架橋重合体とスチレン系共重合体の質量比が２：８乃至８：２から外れ
ると、ヒドロゲルを皮膚に使用した際に粘度変化が発生し、ヒドロゲルが皮膚から滑り落
ちるなどの問題が発生し、吸収力が低下して美容剤または薬剤がヒドロゲルに充填され難
い。
【００３６】
　上記ゲル化高分子は、ゲルの形態と強度を調節するものであり、具体的には、ガラクト
マンナン、グルコマンナン、グアーガム、ローカストビーンガム、プルロニック、寒天、
アルギン、カラギーナン、キサンタンガム及びジェランからなる群より選ばれる１種また
は２種以上が挙げられる。上記ゲル化高分子の含量は０．２乃至６質量％、好ましくは０
．５乃至５質量％である。ゲル化高分子の含量が０．２質量％未満では、ゲルの形態保持
はできるが、ゲルの強度が高く、柔軟性が低くなるため、皮膚への密着性が低下し、含量
が６質量％を超えると、ゲルが垂れるため、形態保持が困難で、弾力性が低下するため、
ヒドロゲルを製造することが困難である上、皮膚付着性が低下する。
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【００３７】
　上記多価アルコールは、ヒドロゲルに流動性を付与するので、ヒドロゲルが皮膚に密着
し、美容剤または薬剤が皮膚に浸透する。
【００３８】
　多価アルコールは、具体的に、１，２－エタンジオール、１，２－プロパンジオール、
１，３－プロパンジオール、３－クロロ－１，２－プロパンジオール、２－クロロ－１，
３－プロパンジオール及びグリセリンからなる群より選ばれる１種または２種以上が挙げ
られる。
【００３９】
　多価アルコールは０．５乃至２０質量％、好ましくは２乃至１５質量％の含量で使用さ
れる。上記多価アルコールの含量が０．５質量％未満では、ヒドロゲルに流動性を付与す
ることができず、含量が２０質量％を超えると、べたつき感を与える可能性がある。
【００４０】
　また、上記機能添加剤は、ヒドロゲルに安定性及び機能性を付与するもので、必要に応
じて添加してもよく、具体的には、メチルパラベン、プロピルパラベン、コウジ酸、α－
ヒドロキシ酸、イミダゾリジニルウレア、ツイン８０及びレチノールからなる群より選ば
れる１種または２種以上が挙げられる。
【００４１】
　機能添加剤は０．５乃至３質量％、好ましくは１乃至２質量％の含量で使用される。
【００４２】
　上記精製水の含量は７０乃至９０質量％、好ましくは７５乃至８５質量％である。精製
水の含量が７０質量％未満では、温度が高くなっても、ゲルが流動化状態に変化しない恐
れがあり、含量が９０質量％超えると、ゲルの形成が行われない。
【００４３】
　また、本発明は、ヒドロゲル組成物を用いたヒドロゲルの製造方法を提供し、図１を参
照して説明する。
【００４４】
　ヒドロゲルは、室温（２３乃至２７℃）で精製水に架橋剤を添加した後、高温で撹拌し
て水溶液を製造する段階（Ｓ１１０）と、室温で多価アルコールにゲル化高分子を添加し
て溶解させた後、上記水溶液に添加してヒドロゲル組成物を製造する段階（Ｓ１２０）と
、上記ヒドロゲル組成物を圧縮コーティングする段階（Ｓ１３０）と、上記圧縮コーティ
ングしたヒドロゲル組成物層を室温で冷却してヒドロゲルを製造する段階（Ｓ１４０）と
、上記冷却したヒドロゲルを熱処理する段階（Ｓ１５０）とを含む方法で製造される。ま
た、該方法はＳ１５０段階の後に、上記熱処理したヒドロゲルを所望の形状に成形する段
階（Ｓ１６０）と、上記成形したヒドロゲルを美容剤または薬剤に浸漬させる段階（Ｓ１
７０）とをさらに含む。その上、上記Ｓ１１０段階に機能添加剤をさらに添加してもよい
。
【００４５】
　上記Ｓ１１０段階では、精製水に架橋剤を添加した後、４０乃至８５℃の温度で撹拌す
ることで、水溶液を製造する。上記精製水と架橋剤とは、下記Ｓ１２０段階で製造される
混合物と容易に熱架橋させるために４０乃至８５℃の温度で撹拌される。
【００４６】
　上記Ｓ１２０段階では、別々に、多価アルコールにゲル化高分子を溶解した後、これを
上記Ｓ１１０段階で製造された水溶液に添加し、４０乃至８０℃で、０．５乃至２時間撹
拌してヒドロゲル組成物を製造する。
【００４７】
　上記Ｓ１１０段階で製造された水溶液とＳ１２０段階で製造された混合物との撹拌温度
が４０℃未満では、ゲル化高分子がよく溶解されないため、ヒドロゲルの物性が低下し、
撹拌温度が８０℃を超えると、ヒドロゲル組成物の粘度が高くなって形を形成することが
困難で、且つ強度が低下する。
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【００４８】
　また、上記撹拌時間が０．５時間未満では、ゲル化高分子が均一に溶解されないため、
ヒドロゲルの強度が低下し、上記撹拌時間が２時間を超えると、高分子鎖のゲル化率が低
下してヒドロゲルの強度が低下する。
【００４９】
　上記Ｓ１３０段階では、ロールコーター装置を用いて、上記ヒドロゲル組成物を０．５
乃至２ｍｍの厚さに圧縮コーティングしてヒドロゲル組成物層を形成する。上記ヒドロゲ
ル組成物層の厚さが０．５ｍｍ未満では、薄くて皮膚に付着した際にヒドロゲルが破れる
問題が生じ、ゲルに浸透する美容剤または薬剤の量が少ないため、皮膚に美容剤または薬
剤が十分に伝達されない。また、厚さが２ｍｍを超えると、厚くて皮膚に付着した際にヒ
ドロゲルが重く感じ、滑り落ちるという問題が発生する。
【００５０】
　他の例として、ヒドロゲル組成物を圧縮コーティング装置によって０．５乃至２．０ｍ
ｍの厚さにフィルムに圧縮コーティングして、ヒドロゲル組成物層を形成することができ
る。このとき、フィルムはヒドロゲルと剥離しやすく、ヒドロゲルの物性に影響を与えな
いものであれば特に限定されないが、ポリエチレンテレフタレート（Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌ
ｅｎｅ　Ｔｅｒｅｐｈｔｈａｌａｔｅ：ＰＥＴ）フィルムを使用することが好ましい。ま
た、一面にフィルムが備えられたヒドロゲル組成物層の他面には不織布を備えることがで
きる。
【００５１】
　上記Ｓ１４０段階では、圧縮コーティングしたヒドロゲル組成物層を、室温で０．５時
間乃至４８時間冷却してヒドロゲルを製造する。０．５時間未満冷却すると、流動状のヒ
ドロゲル組成物層が形を形成することができない。
【００５２】
　上記Ｓ１５０段階では、ヒドロゲルに美容剤または薬剤が十分に充填されるようにする
ために冷却したシートを４０乃至８５℃の乾燥機で１２乃至３６時間熱処理する。熱処理
時間が１２時間未満では、熱処理が行われないため、従来のヒドロゲルと同様の強度を示
し、美容剤または薬剤の浸透時に水和したり、ゲルが分解（流動化）されて使用できなく
なるという問題が発生し、熱処理時間が３６時間を超えると、ヒドロゲルが乾燥し過ぎて
美容剤または薬剤が浸透するまでに長い時間がかかる。
【００５３】
　上記Ｓ１６０段階では、Ｓ１６０段階で製造されたヒドロゲルを所望の形状に成形し、
Ｓ１７０段階では、成形したヒドロゲルに液状の美容剤または薬剤を充填する。
【００５４】
　本発明により提供されるヒドロゲルは、１．５乃至７ｋｇ／ｃｍ2の強度を有する。
【００５５】
　また、本発明のヒドロゲルは、内部に別個の基材がなくても、その形態を保持すること
ができ、美容剤または薬剤に浸漬した際にもゲルは分解（流動化）せずに形を保持する。
【００５６】
　ヒドロゲル組成物を圧縮コーティングして製造したヒドロゲルの一面には、運搬時のヒ
ドロゲルの損傷を防ぐためにフィルムが備えられ、他面には、美容剤または薬剤を十分に
吸収するために不織布が備えられてもよい。
【００５７】
　ヒドロゲルに美容剤または薬剤を充填するとき、美容剤または薬剤を不織布に染み込ま
せて、ヒドロゲルに浸透するようにすることで、ヒドロゲルの表面に均一に美容剤または
薬剤が充填される。
【００５８】
　また、上記フィルム及び不織布が備えられたヒドロゲルを使用する際には、不織布及び
フィルムを分離してヒドロゲルのみを使用する。
【実施例】
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【００５９】
　以下、本発明の理解を助けるために好ましい実施例を提示するが、下記実施例は本発明
の例示に過ぎず、本発明の範疇及び技術思想の範囲内で様々な変更及び修正が可能である
ということは、当業者に自明であり、このような変形及び修正が添付の特許請求の範囲に
属することは言うまでもない。
【００６０】
　実施例１
　アクリル系架橋重合体としてナトリウムアクリレート／Ｃ１０－３０アルキルアクリレ
ートクロスポリマー２質量％、及びスチレン系共重合体としてスチレン／ＶＰ共重合体３
質量を精製水７２質量％に添加した後、６０℃で撹拌した。別途に多価アルコールとして
グリセリン２０質量％に、ゲル化高分子としてカラギーナン２質量％、キサンタンガム０
．５質量％、ローカストビーンガム０．５質量％を混合してから、これを上記水溶液中に
添加し、７０℃で２時間撹拌してヒドロゲル組成物を製造した。
【００６１】
　上記製造されたヒドロゲル組成物をロールコーター装置を用いて１．０ｍｍの厚さに圧
縮コーティングした後、室温で１．５時間冷却した。上記冷却したシートを５０℃の乾燥
機（ＳＥＪＯＮＧ　ＳＣＩＥＮＴＩＦＩＣ　ＣＯ．，ＬＴＤ．、ＤＲＹ　ＯＶＥＮ　ＳＪ
－２０１ＤＬ）で１３時間熱処理してヒドロゲルを製造した。
【００６２】
　実施例２
　アクリル系架橋重合体としてカリウムアクリレート／Ｃ１０－３０アルキルアクリレー
トクロスポリマー３質量％、及びスチレン系共重合体としてスチレン／アクリレート共重
合体４質量％、精製水７０．２質量％、グリセリン２０質量％、ゲル化高分子としてカラ
ギーナン１．８質量％、グルコマンナン１．０質量％を使用したことを除き、上記実施例
１と同様に実施してヒドロゲルを製造した。
【００６３】
　参考例３
　架橋剤としてスチレン系共重合体であるブチレン／エチレン／スチレン共重合体６質量
％、多価アルコール１７質量％、精製水７４．７質量％、ゲル化高分子としてカラギーナ
ン１．０質量％、キサンタンガム０．８質量％、及びグルコマンナン０．５質量％を使用
したことを除き、上記実施例１と同様に実施してヒドロゲルを製造した。
【００６４】
　参考例４
　架橋剤としてアクリル系架橋重合体であるナトリウムアクリレート／Ｃ１０－３０アル
キルアクリレートクロスポリマー５質量％、精製水７１．４質量％、グリセリン２０質量
％、ゲル化高分子としてカラギーナン２．３質量％、アルギン０．５質量％及びローカス
トビンゴム０．８質量％を使用したことを除き、上記実施例１と同様に実施してヒドロゲ
ルを製造した。
【００６５】
　比較例１
　アクリル系架橋重合体とスチレン系架橋重合体を用いずに、多価アルコールとしてグリ
セリン２０質量％、ゲル化高分子としてカラギーナン２質量％、キサンタンガム０．５質
量％及びローカストビーンガム０．５質量％を精製水７７質量％に分散させたことを除き
、上記実施例１と同様に実施してヒドロゲルを製造した。
【００６６】
　試験例
　上記実施例及び比較例により製造されたヒドロゲルに、液状の美容剤を含浸させて物性
を測定し、その結果を表１に示した。
【００６７】
　１．ヒドロゲルの吸収度：製造されたヒドロゲルの製造初期の質量を測定した後、これ
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学式で計算した吸収度を評価した。
【００６８】
　吸収度（％）＝｛（浸漬後の質量－初期質量）／（初期質量）｝Ｘ１００
【００６９】
　２．安定性：ヒドロゲルを２ｃｍ×２ｃｍのサイズに切断した後、リン酸塩緩衝溶液（
ｐＨ７．４、８０ｍＬ）に浸漬し、３７℃の条件において２００ｒｐｍで回転する振とう
培養機で、６０分、５時間、１０時間、２４時間経過する毎に、ゲルの物理的変化（ゲル
の分解［流動化］）を肉眼で観察し、以下の評価基準に基づいて評価した。
　◎：性状維持
　○：全面積のうち１０％未満でゲルが分解（流動化）した
　□：全面積のうち３０％未満でゲルが分解（流動化）した
　△：全面積のうち５０％未満でゲルが分解（流動化）した
　Ｘ：全面積のうち７０％未満でゲルが分解（流動化）した
【００７０】
　３．強度：ＳＵＮ　Ｒｈｅｏ　Ｍｅｔｅｒ　Ｃｏｍｐａｃ－１００　ＩＩ（Ｓｕｎ　Ｓ
ｃｉｅｎｔｉｆｉｃ社、Ｊａｐａｎ）を用いてゲルの圧縮強度を測定した。圧縮強度を測
定するためのサンプルは円筒形で、幅は５０ｍｍ、長さは５０ｍｍであった。
【００７１】
　圧縮強度を測定する際、アダプターは直径１０ｍｍで、進入（入場）距離は１５ｍｍ、
ロードセルの最大応力は１０ｋｇ（最大２０ｋｇ）とした。
【００７２】
【表１】

【００７３】
　上の表１に示されたように、本発明の実施例１及び２は、吸収度、安定性（ゲルの分解
［流動化］）、強度に優れることが分かる。一方、比較例１は、実施例１及び２と比較し
て、吸収度はもちろんのこと、安定性、強度において全て優れていない。
【００７４】
　図２は、実施例１及び比較例１により製造されたヒドロゲルの安定性を示したものであ
り、実施例１は２４時間経過してもゲルが分解［流動化］せずに安定して性状を保持した
が、比較例１は２４時間経過後ゲルが分解［流動化］されたことが分かる。
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